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MES(Manufacturing

ExecutionSystem)によっ

て実現する企業情報システ

ムと製造系システムとの統

合運用

装置産業のためのMESの

概略構成例を示す｡

今乱 ERPに代表される情報系システムと,DCS(DistributedControISystem),プロセス情報システム,品質管理システ

ムなどの製造系システムをシームレスに統合する製造実行システム(MES:ManufacturingExecutionSystem)が注目されている｡

石油化学プロセスに代表される装置産業でのMESは,経営管理層であるERPシステムと,DCSなどの製造(設備制御)系シス

テムを仲介する神経系システムであり,プラント特性を考慮した最適運用計画の立案,運転管理,操業支援などの幅広い業務

を包含するものである｡プロセス情朝システム(PIMS:PlantlnformationMana9ementSystem)は,製造現場からのデータ収集,

プラントの高度制御,各種の操業支援機能をつかさどる装置産業系MESの中核システムであり,製造系システムを補完する目

的での導入が増加している｡

日立製作所は,PIMSを中核としたMESミドルウエアパッケージを開発するとともに,ERP/MES/DCSシステムを有機的に

連携させた情報･製造系続合生産情朝システムを構築するトータルソリューションを提供する｡

はじめに

ERP(Enterprise Resource Planning),SCM(Supply

Chain Management),CRM(Customer Relationship

Management)などの企業情報システムが飛躍的に発展

する一■方,製造現場では,生産効率の向上のために運転

自動化,監視技術の高度化が推進されてきた｡しかし,

製造コストの削減,在庫圧縮,新梨占占開発期間の短縮,

納期短縮などは依然としてプロセス生産_Lの改善課題で

あり,石油化学産業に代表されるプロセス(装置)辟業は,

情報化･国際化の進展,地球環境問題への配慮などにも

対応を図る必要がある｡

このような背景を受けて,企業経営を支援する各種の

情報技術(IT)と高効率なプラント運転を実現するための

製造技術(MT:Manufacturing Technology)を有機的

に統合し,経営計画を速やかに製造計画に反映するとと

もに,プラント問の協調運転によって高い生産性を実現

することが求められている｡これら神経系とも言える業

務をつかさどるのが``MES(Manufacturing Execution

System)''と呼ばゴ1る製造実行システムである｡
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ここでは,装置産業における日立製作所の統合MESソ

リューションについて,PIMS(PlantInformation

Management System:プラント情報システム)を中心に

述べる｡

装置産業におけるMES

2.1企業情報システムとMESの変遷

企業情事艮システムは,バッチ処理から時分割オンライ

ンシステムを経て,ITの進展とともに企業間統合システ

ムへと発展してきた｡一方,製造現場では1960年代から

1980年代前半にかけて,各種の個別システム(データロ

ガー,品質管理システム,異常診断システムなど)が導

人された(これらは機能別,単機能MESとして位置づけ

られる)｡

1975年に登場したDCS(Distributed ControISystem)

は,製造現場の自動化と省力化を推進する目的で,各プ

ラントに積極的に導入された｡このように,プロセス(装

置)産業では,比較的早い時期からDCSやSCADA

(SupervisoryControlandDataAcquisition)などの制御

系システムによる自動化が推進されてきたが,結果的に

企業情報システムと制御系システム間の2極化が進むこ

ととなった｡これに対してMESは,企業情報と制御系シ

ステムの中間に位置する情報制御システムとして1990年

に提唱されたものである｡

AMR(Advanced Manu払cturingResearch)社は,製造

業について以下の3層モデルを提唱しており,MESは,これ

に対応した中間層のシステムとして定義される(図1参照)｡

(1)計画系システム(Planning層)

ERP,SCM,MRPⅡ(MaterialRequirements Plan-

ning Ⅱ)などの企業情報システムであり,経営管理とし

ての巨視的な生産管理と製造計画を担当する｡

計画系

(P】a仙ng層)

MES 実行系

(Ex∝しJt加層)

制御系

(Contro層)
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(2)実行系システム(Execution層)

この層がMESと呼ばれる領域であり,計画系システム

が市案した経常方針に基づいて幅広いリアルタイム処理

を担当し,プラント特性を考慮した最適運用と運転管

理,操業支援などが中核機能となる｡さらに,実運転デ

ータに基づくプロセス解析,製造レシピやSOP(Stan-

dard Operation Procedure)管理などの製造エンジニア

リングの･▲部も担当する｡

(3)制御系システム(Controり百)

製造設備の直接制御をつかさどる領域であり,装置産

業においてはDCS,PLC(Programmable Logic Con-

troller)などの制御システムが担当する｡

2.2 装置産業におけるMESの要件

経営･計画系と制御系システムの仲介役であるMESの

守備範囲は,短期生産計画展開(バッチ･ロット製造へ

の展開)から製造現場データの収集,工程ごとの品質管

理,電子図書管理(処方･実績管理),設備の保全管理

まで多岐にわたる｡また,これらの機能は,単機能MES

としてすでに導入済みのケースも多いと思われる｡単機

能MESを相互に接続するEAI(Enterprise Application

Integration)技術も,広義のMESと考えられる｡MESに

おけるデータ収集,運転支援機能としてのPIMSの要件

と適用事例について以下に述べる｡

MESにおけるPIMS

日立製作所の装置産業のためのPIMSミドルウェアで

ある"PS21(ProcessSolutionSystem女)r21stCentury)''

を例に,PIMSの要件について以下に述べる｡PS21のパッ

ケージ構成を園2に示す｡

PS21では,基本となるデータ収集機能を中核として,

各種の周辺機能を持たせている｡その代表的なものは以

企業情報システム(ERPなど)

慧慧還
短期生産計画･生産実績管理

PIMSシステム

高度制御･運転監視

プロセスデ【タ蓄積

璽:≡重要匠≡亘≡≡亘Z≡司 報
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共

情

制御LAN DCS

C乙
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運転管理･運転支援:実績管軋データマイニング,DR,操業履歴管軌工程進捗(ちょく)把握

ライフサイクルエンジニアリング:設備機器管軋製造技術(レシピ,文邑SOP)管軌シミュレーション,障害解析プロセス解析

注:略語説明

DR(DataReconciliation)

図1 装置産業における

MESの位置づけ

MESは,製造業におけ

る3層モデルで,計画系と

実行系を結び付ける神経系

システムの位置づけであ

り,幅広いリアルタイム業

務を担当する｡
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図2 PIMSミドルウエア`やS21”のパッケージ構成

PS21では基本となるデータ収集を中核として,各種の周辺機能

を用意している｡これらの機能を組み合わせることにより,各種

の操業支援を実現できる｡

下のとおりである｡

(1)モデル予測制御"pS/IMPACT”

一般化予測制御アルゴリズムを採用した制御パッケー

ジであり,制御対象が30点程度の｢｢l小規模制御対象への

適用を前提とした多入力･多出力系コントローラであ

る｡相耳干渉の強いプロセスの安定化や,高効率運転に

効果を発揮する｡

(2)ユニットベースオペレーション"PS/IPOP”

熱交換器や蒸留塔などの単位操作を管理するオンライ

ン化学工学計算パッケージであむ),化学工学的アプロー

チによって各種プラント構成機器の性能を把握すること

ができる｡

(3)プロセス異常診断"PS/ESCORT”

APCコントローラ

プラントB:APCシステム

OPCクライアント

[コ

プラントA:APCシステム

OPCクライアント

⊂]

OPCクライアント

[コ

｢知識集約シート+に定義された診断情報に基づいてプ

ロセスの異常診断を行うパッケージである｡プロセスの

異常兆候を運転員に知らせるだけでなく,該当する異常

の波及度や緊急処置判断に必要な各種情報を提供するこ

とにより,操業を支援する｡

(4)スタッフ用の支援機能

PIMSが備えている各種HMIをスタッフ机上のパソコ

ンに出力する,プラントのデスクトップ機能である｡収

集したプロセスデータを表計算ソフトウェアに配信する

データ配信機能や,PID(比例･積分･微分)制御ループ

のチューニング械能など,多彩なエンジニアリング糊周

辺機能を持つ｡外部システムとの連携機能も持っており,

単機能MESと統合することができる()

二二菱化学株式会社水島事業所のマルチベンダ統合事例

を図3に示す｡この事例は,既設システムのハードウェ

ア更新に際して,OPC(OLE言三七〉forProcessControl)接続

による異機種システム聞達携を実現したものである｡従

来は,Y朴のDCS,A杜のAPC(Advanced Process

Control:高度制御)システム,および口立製作所の

PIMSがそれぞれ個別導入されていた｡これらを,一部

ハードウェアの東新に当たり,以下の点を念頭に置いて,

三菱化学株式会社と日立製作所は共同でシステムの機能

を改善した｡

(1)既存ソフトウェア資産を継承し,更新コストを拉小

化すること

(2)(1)を前提に,さらに密接なシステム聞達携を実現

し,操業効率を改善すること

この事例では,各システム間の接続プロトコルとして

※)OLEは,米川Micros(_)ft Corp.が開発したソフトウェア名

称である｡

プラントA:PIMCシステム

OPCサーバ

[コ
PS21サーバ

･APC投入オンオフ

･APC監視用予測トレンド

･プラント性能計算
(シビアリテイ,収率など)

●生産管理,工程品質管理

OPCプロトコルの採用

ゲートウェイ ●メーカー間共通プロトコル

･異機種システム間接続

プラントB:DCS

OPCゲートウェイ

ゲートウェイ

プラントA:DCS

シングルウインドウ

図3 三菱化学株式会社のシステ

ム事例
OPC Foundationが提唱するプロ

セス産業のためのデータ交換用オブ

ジェクトモデルである｡"OPC”は,

分散オブジ工クト指向技術である

DCOM(DistributedCommon Object

RequestBroker)をペースにしてい

る｡このシステムではOPCプロトコ

ルを採用することにより,異機種シ

ステムの相互接続を実現した｡
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注:略言吾説明ほか

SCP(SupplyChainPlanning)

KM(K【OWledgeManagement)

SCE(S]PP】yChainExecutio[)

LIMS(Laboratorylnformation

ManagementSystem)

WMS(Wareho]SeManagement
System)

LES(LogjsticsExecutio【System)

TMS(Transportation
ManagementSystem)

*1R/3は,SAP AGの登銀
商標である｡

*20racleApplicationsは.オ

ラクル社の商標である｡

●その他記載の製品名,会
社名は.それぞれの会
社の商標または登雀豪商

標である｡

図4 日立製作所のトータルソリューションとMES

日立製作所は｡企業情報システムとMES,さらに,制御系システム構築を含めたトータルソリューションを提案していく｡

OPCを採用したことにより,既存ソフトウェア資産の継

承を実現しつつ重複機能を排除し,システム開発コスト

の低減を実現することができた｡データ更新能力につい

ても,PIMSとAPC問で800データ/sを達成しており,現

在順調に稼動中である｡

今後は,OPCに限らず,各種オブジェクトモデルを適

用することにより,既存システムを含めたインテグレー

ション技術や,蓄積された操業データから業務臼的別デ

ータベースを抽出するデータマート技術の開発を推進し

ていく考えである｡)

日立製作所のIT/MT統合ソリューション

日立製作所が掟供するトータルソリューションを図4

に示す｡この中で,MESは上に製造業務へのソリュー

ションを提供する｡広義には実操業データに基づくKM

やエンジニアリング領域も包含する｡

21世紀に向けた生産情報システムの構築のために,日

立製作所は,以‾卜のMESソリューションを提案していく

考えである｡

(1)基幹系システムとMESとのシームレス連携ソリュー

こ/ヨ/

(2)異機種MES間の連携を実現する統合MES構築ソ

リューション

(3)操業効率を改善し,安定した運転を図るプロセス解

析,高度削御ソリューション

(4)自動化と運転安全化を実現する計測制御システム構

築ソリューション
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おわりに

ここでは,装置産業でのMESの位置づけと,H立製作

所のIT/MT統合ソリューションについて述べた｡

製造系システムと計i軸系企業情報システムとの連携に

よる生産と経営効率の改善は,今後の企業活動でますま

す重要になってくる｡このため,今後も各種ソリューショ

ンの開発を推進していく考えである｡
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